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床と地表地質が酷似しているところから彼等が物探と

しては既存の資料カミ皆無にひとしい同島をえらんで自社

の保有する最高の技術を結集し一発派手荷ホｰムラ

ンを狙った意図は理解に難く校い.

第11図中に明瞭に浮き出ている導電率の1ineamentを

スクリップス海洋研究所カミ発表した精細な海底地形図と

比較検討した結果TongaVitiazの両海溝との関連性

力湖らかに認められた.注目されるのは同一地域の等

磁力線図(第12図)にみられる構造パタｰンとは部分

的にしか相関の狂いことでこれも前記のEM-18や

LakeDa1embertの例と同じく比抵抗と磁性というま

ったく異質の物理量の融合によってはじめて実りうる所

産といえよう1

なお地形の影響は通常のAEMでは電波高度計の記

録によって補正するのが常道だがここでは垂直電界の

散乱カ汕岳部で変動を受ける現象を利用しこれまたコ

ンピュｰタを持ち出して自動補正しているのも興味を引

く.一時このF呈ji調査は一部で失敗をささやかれた

こともあったけれども72年にいたりボｰリングを担

当するAMAXとのjointventureの契約締結にまでこ

ぎつげたと報じられている.

もう一度E-Phaseにもどってその応用面の一に

地熱探査が考えられていることを付記しておく.ニュ

ｰジｰランドアイスランドあるいは東アフリカなど

における地表調査の結果によれば地温の高い地熱地帯

では比抵抗の激減が知られておりいくら貧弱とはいえ

赤外線などよりはE-Phaseの方が浸透カがあるから

これとRadioPhaseとを組合わせて構造規制をさら

に水銀スペクトロメｰタをも動員して地熱異常の探知に

有効とBarringer杜はPRにこれつとめている.

一方この地熱探査とまさに正反対の極に立つのは

日本ではあまり縁がないが比抵抗がユ0,000Ωm前後に

も達する永久凍土帯(Pemafrost)の調査で極地方で

のパイプライン建設に関する基礎資料となることが期待

されているというからAEMの赤川範囲もずいぶん拡

大した畦)のである.(つづく)

(筆者は物理探査部)
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